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大
阪
市
議
会
議
員
定
数
‘
1
1
減

多
様
な
民
意
を
切
り
捨
て

　
大
阪
維
新
の
会
は
２
日
の
各
派
幹
事
長
会
議
に
、
市
議
会
議
員
の

定
数
を
現
行
の
8
1
か
ら
7
0
へ
と
１
１
前
減
す
る
条
例
案
を
提
案
し
ま
し

た
。
市
民
に
知
ら
せ
ず
、
市
議
会
で
ま
と
も
な
議
論
を
せ
ず
に
強
行

す
る
維
新
に
対
し
て
、
同
日
、
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
（
よ
く
す
る

会
）
と
大
阪
市
対
策
連
絡
会
議
（
市
対
連
）
が
大
阪
市
北
区
の
大
阪
市

役
所
前
で
抗
議
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

大雨の中、大阪市議会の定数削減に反対する人たち＝２日、大阪市北区内

維新の横暴を許さっない
よ
く
す
る
会
・
市
対
連
が
抗
議

　
維
新
の
削
減
は
、
平
野
区

（
定
数
６
↓
５
）
、
住
吉
区
・

城
東
区
・
東
淀
川
区
（
同
５

↓
４
）
、
生
野
区
、
東
住
吉

区
・
住
之
江
区
・
北
区
（
同

４
↓
３
）
、
東
成
区
・
西
淀

川
区
・
旭
区
（
同
３
↓
２
）
。

　
２
０
２
７
年
後
の
市
議
選

の
定
数
を
ぶ
Ｊ
年
の
国
勢
調

査
結
果
で
は
な
く
、
2
0
年
の

国
勢
調
査
結
果
に
基
づ
い
て

削
減
す
る
も
の
。
議
会
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
側
の
横

山
英
幸
大
阪
市
長
（
大
阪
維

新
の
会
幹
事
長
）
が
定
数
削

減
を
あ
お
る
異
常
さ
が
際
立

っ
て
い
ま
す
。

　
よ
く
す
る
会
と
市
対
逓
の

行
動
に
は
大
雨
の
中
、
9
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
「
安
易

な
議
員
定
数
削
減
は
民
意
の

切
り
捨
て
≒
市
民
の
声
聞
く

議
会
を
つ
く
ろ
ヽ
２
「
無
駄
を
百

切
る
な
ら
カ
ジ
ノ
に
７
８
８

億
円
」
な
ど
の
横
断
幕
や
プ

ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
各
団
体

の
代
表
が
「
首
長
や
行
政
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
議
会
の

役
割
。
定
数
削
減
は
こ
れ
に

反
す
る
」
な
ど
と
抗
議
。
日

本
共
産
党
の
山
中
智
子
、
井

上
浩
両
市
議
も
駆
け
付
け
て

訴
え
ま
し
た
。

　
同
日
午
後
開
か
れ
た
市
議

・
会
議
会
運
営
委
員
会
で
、
定

数
削
減
反
対
や
慎
重
審
議
な

ど
を
求
め
る
陳
情
3
3
件
が
審

査
さ
れ
ま
し
た
が
、
維
新
と

公
明
の
賛
成
多
数
で
不
採
択

に
な
り
ま
し
た
。
維
新
は

「
議
員
定
数
を
減
ら
し
て
ち

議
会
は
機
能
す
る
」
、
公
明
は

「
議
員
定
数
削
減
は
市
民
の

支
持
が
あ
り
、
歳
出
削
減
効

果
も
あ
る
の
で
賛
成
す
る
」

な
ど
と
主
張
し
ま
し
た
。

性
急
な
定
数
削
滅
含
筋
根
拠
な
し

日
本
共
産
党
大
阪
市
議
団
が
反
対
表
明

ぎﾚ1

　
日
本
共
産
党
の
山
中
、
井

上
岡
市
議
は
２
日
、
大
阪
市

役
所
内
で
緊
急
に
記
者
会
見

し
ま
し
た
＝
写
真
。
山
中
氏

は
、
大
阪
市
の
他
の
政
令
市

と
比
べ
て
人
□
当
た
り
の
議

員
数
が
現
状
で
も
少
な
く
、

性
急
に
大
幅
に
議
員
数
を
減

ら
す
合
理
的
な
理
由
は
、
見

当
た
ら
な
い
と
述
べ
ま
し

た
。

　
議
員
定
数
の
削
減
は
、
議

員
の
身
分
の
問
題
で
は
な

く
、
市
民
の
声
を
切
り
捨

て
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

は
形
骸
化
す
る
と
し
て
反
対

を
表
明
。
今
回
の
条
例
案
は

い
っ
た
ん
取
り
下
げ
、
非
交

渉
会
派
も
参
加
で
き
る
会
議

体
を
つ
く
り
、
議
会
の
あ
り

方
を
合
め
て
議
論
を
す
べ
き

だ
と
語
り
ま
し
た
。
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